
演習問 題 _ e.た優味定理
( l ) Xn: t . i n FELIXn l ] く
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の と き . I E N D = E [ E Xn ]を示せ .

(2） P（0E X <
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）=1 のとき、 協 M E1文1[x>n]]=0を示せ .

（3）優味定理を用いて、本文中の微分と積分の対新注性を示せ.

ヒンf i ga.っく）がでははな）で偏1階微分中能なとも.
k したくそで. を G

❤

，I ] で

81たが

#

_ =

孨が1+oh,水）

とできる、さらに. I孨8は1oh,水）|E Z
を用いて. 優収束定理を適用する.

（ム
） 一様分布の特性関数を求めよ.
特性関数を用いて平均と分散を求めよ.

（ち） 正規分布の特性関数を導出せよ.
(6） pdf.が f aに さE M (KER)である分布の特性関数を求めた

（ク） モーメント母関数が発散する例を示せ.
（8） 特性関数の連糸売性（中はいい中（か i fた か を示せ

たた優収未定なさ
（9）

. X..た .....Xm が2乗の積分の時.
が . . . .X nを用いてXmを線形予測する最小2乗解を求めた。

つまり.

E K Eのが一Xm)2]
を最小にするにはい....のn)「ER"を求めよ （解は1つとは限らない）
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